
表中に記載の数値は、表示単位未満を四捨五入しています。

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

賛
　
成

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
３
月
定
例
会
最
終
日
に
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先
立
ち
、
同
予
算
に
対
す
る
討
論
が

行
わ
れ
、
３
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見
が
、
２
人
の
議
員
か
ら
反

対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
令
和
４
年
度
は
、
前
年
度
と
比

べ
22
億
８
千
万
円
、
８
・
１
％
増

の
積
極
的
な
予
算
と
な
っ
た
。
感

染
症
対
策
と
社
会
経
済
活
動
を
両

立
さ
せ
、
誰
も
が
健
康
で
充
実

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
活
躍
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で

あ
る
。
15
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
中
か
ら
意
見
を
述
べ
る
。
笑
顔

あ
ふ
れ
る
親
子
が
育
つ
ま
ち
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
離
婚
後
の
養
育

費
確
保
を
支
援
す
る
専
門
相
談
員

の
配
置
や
公
正
証
書
作
成
経
費
の

助
成
な
ど
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

生
活
が
安
定
し
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
に
つ
な
が
る
と
期
待
す
る
。

道
の
駅
か
ら
始
ま
る
綾
瀬
市
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
計
画
地

の
見
直
し
が
必
要
と
な
り
、
整
備

予
定
が
大
幅
に
遅
れ
た
が
、
今
回

の
反
省
を
生
か
し
、
新
た
な
候
補

地
や
導
入
機
能
な
ど
を
早
期
に
決

定
す
る
こ
と
を
望
む
。
持
続
可
能

な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
推
進

や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現

に
は
、
地
球
規
模
で
環
境
に
配
慮

し
た
取
り
組
み
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
次
世
代
に
つ
な
げ
る

公
共
施
設
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電

設
備
の
導
入
可
能
性
調
査
や
公
用

車
と
し
て
の
電
気
自
動
車
購
入
な

ど
が
計
上
さ
れ
た
。
調
査
の
結

果
、
設
置
可
能
な
施
設
へ
の
早
急

な
設
備
導
入
を
願
う
。
地
域
経
済

の
先
行
き
が
見
え
づ
ら
く
な
っ
て

い
る
が
、
周
り
に
取
り
残
さ
れ
な

い
よ
う
、
引
き
続
き
効
率
的
か
つ

柔
軟
な
施
策
を
打
ち
出
す
こ
と
を

要
望
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

�

（
創
政
会
）

●
市
長
は
施
政
方
針
で
、
令
和
４

年
度
を
表
す
思
い
と
し
て
「
伝
え

る
」
と
い
う
言
葉
を
選
び
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
、
人
や
地
域
、

行
政
の
つ
な
が
り
が
途
絶
え
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
市
民
同
士
が
伝

え
合
う
、行
政
も
適
時
、適
切
に
情

報
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
と
述
べ

た
。市
長
の
思
い
を
受
け
、意
見
を

述
べ
る
。市
民
や
行
政
、各
団
体
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

重
要
な
場
で
あ
る
、
あ
や
せ
大
納

涼
祭
や
光
･
食
･
文
化
の
祭
典
が
再

開
さ
れ
る
が
、
厳
重
な
感
染
対
策

を
講
じ
た
上
で
の
開
催
を
望
む
。

多
文
化
共
生
の
推
進
と
し
て
、
生

活
に
必
要
な
情
報
や
ル
ー
ル
を
10

言
語
に
翻
訳
し
た
冊
子
「
あ
や
せ

ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ッ
ク
」
の
配
布
な

ど
を
行
う
。
外
国
人
市
民
が
自
立

し
た
生
活
を
送
り
、
一
層
活
躍
で

き
る
環
境
整
備
を
目
指
し
て
ほ
し

い
。児
童
･
生
徒
の
読
書
環
境
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
配
本
事
業
や
学

校
図
書
館
の
充
実
が
図
ら
れ
る
。

学
力
や
伝
え
る
能
力
の
向
上
に
向

け
、
滞
り
な
く
実
施
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
。
行
政
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

を
利
用
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

す
る
。業
務
の
効
率
化
を
図
り
、新

た
な
企
画
立
案
に
時
間
を
充
て
る

こ
と
で
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
努
め
る
こ
と
を
望
む
。

市
民
が
交
流
す
る
場
の
提
供
や
市

会　計　名 令和 4 年度
対前年度比

増減額 増減率

一 般 会 計 304億1,000万円 22億8,000万円 8.1%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 86億  900万円 6,000万円 0.7%

介 護 保 険 事 業 62億2,600万円 2億6,700万円 4.5%

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 14億3,100万円 6,600万円 4.8%

公 営 企 業 会 計
49億6,174万円 9億1,594万円 22.6%

公 共 下 水 道 事 業

合　　　計 516億3,774万円 35億8,894万円 7.5%

令和 4 年度各会計の予算規模

一般会計予算歳入・歳出の状況

民
活
動
を
後
押
し
す
る
支
援
策
を

積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
な
ど
世
界
情
勢
に
も
対
応
す
る

予
算
と
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

�
（
公
明
党
）

●
令
和
４
年
度
予
算
は
、
市
総
合

計
画
２
０
３
０
の
基
本
方
針
や
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
勘
案
し
た
計
画
の
下
、

コ
ン
パ
ク
ト
で
効
率
的
な
行
政
運

営
に
取
り
組
む
と
評
価
す
る
。
子

ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
や
学

校
の
抱
え
る
課
題
が
複
雑
化
・
多

様
化
し
、
地
域
社
会
が
脆
弱
化
す

る
中
、
教
育
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
、

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
の
配

置
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
の
実
現
に
向
け
研
究
し
、
確

か
な
実
績
と
な
る
よ
う
期
待
す

る
。
光
･
食
･
文
化
の
祭
典
は
、リ

ユ
ー
ス
食
器
を
活
用
す
る
な
ど
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
配
慮
し
た
事
業
で
あ

り
、
市
外
の
来
訪
者
を
確
保
で
き

る
観
光
集
客
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ

り
、
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。
市
内
公
共

施
設
59
か
所
へ
の
Ｗ
i
‐
Ｆ
i
環

境
の
整
備
は
、
災
害
時
の
避
難
所

で
あ
り
、児
童
･
生
徒
の
端
末
学
習

や
テ
レ
ワ
ー
ク
も
可
能
と
な
る
た

め
、
今
の
時
代
に
必
要
不
可
欠
な

施
策
と
評
価
す
る
。
自
宅
で
で
き

る
フ
レ
イ
ル
予
防
な
ど
で
は
、
ア

プ
リ
や
仮
想
現
実（
Ｖ
Ｒ
）を
活
用

す
る
。
今
ま
で
と
違
っ
た
視
点
で

の
高
齢
者
の
参
加
を
促
進
す
る
と

注
目
す
る
。
人
口
減
少
や
気
候
変

動
へ
の
対
策
な
ど
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
時
代
の
新
た
な
自
治
体
運
営
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
市
総
合
計

画
２
０
３
０
の
２
年
目
と
し
て
、

目
標
の
具
現
化
を
確
実
に
進
め
、

将
来
世
代
に
持
続
可
能
な
都
市
と

し
て
引
き
継
げ
る
よ
う
、
ま
い
進

す
る
こ
と
を
希
望
し
、賛
成
す
る
。

�

（
あ
や
せ
未
来
会
議
）

市税（市に納められる税金）
　128億1,900万円

扶助費（生活保護費、児童手当など）
　79億6,602万円

人件費（職員の給料など）
　58億2,378万円

物件費（光熱水費、消耗品費、通信運搬費など）
　49億3,330万円

補助費等（一部事務組合などに対する負担金など）
　39億8,547万円

普通建設事業費（公共工事に係る建設費など）
　27億7,452万円

繰出金（特別会計予算への繰出金）
　22億  468万円

公債費（市が事業を行った際の借入の返済）
　19億3,348万円

積立金（基金への積立金）
　  3億8,454万円

その他　4億421万円
　内訳
　・維持補修費	 2億7,724万円
　・予備費	 7,000万円
　・貸付金	 3,112万円
　・投資及び出資金	 2,585万円

国庫支出金（国からの補助金など）
　62億6,593万円

県支出金（県からの補助金など）
　21億4,220万円
市債（市が事業を行うための借入）
　16億580万円
国有提供施設等所在市町村助成交付金等
　12億6,000万円

自
主
財
源

（
市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
お
金
）

依
存
財
源

（
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
借
り
入
れ
た
り
す
る
お
金
）

繰越金（前年度からの繰越）
　6億円
寄附金
　5億6,041万円

その他　9億9,031万円
　内訳
　・繰入金	 3億5,903万円
　・諸収入	 2億3,859万円
　・分担金及び負担金	１ 億7,160万円
　・使用料及び手数料	 1億4,337万円
　・財産収入	 7,772万円

歳 入 歳 出

42.1％

20.6％

12.8％

7.0％
5.3％
4.2％

0.9％

3.3％1.8％

26.2％

19.1％

16.2％

13.1％

9.1％

7.2％

6.4％

1.3％ 1.4％

交付金など（国税などから市に交付されるお金など）
　38億9,634万円
　内訳
　・地方消費税交付金	 17億1,000万円
　・地方交付税	 15億3,000万円
　・地方譲与税		    1億7,903万円
　・法人事業税交付金	   1億7,000万円
　・株式等譲渡所得割交付金    9,000万円
　・その他の交付金など	   2億1,731万円

繰入金（国庫支出金を積み立てた基金から繰り入れるお金）
　2億7,001万円

2.0％

令和 4年（2022年） 5 月 第195号あ　や　せ　市　議　会　だ　よ　り （ 2）


